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第 ４ 回 市 民 参 加 推進 委員 会  会 議 録 （ 概 要 ）  

 

１  日   時  平 成 ２ ８ 年 ８ 月 ２ ２ 日 （ 月 ）午 前１ ０時 ～ 正午  

２  場   所  流 山 市 役 所 第２ 庁舎 ３０ ５ 会議 室  

３  出 席 委 員  井 原 委 員 長 、 吉 永 副 委 員 長 、 秋 山 委 員 、 今 村 委 員 、 

上 平 委 員 、 国府 田委 員、 野 路委 員、 森委 員 、  

山 中 委 員 、 和田 委員  

４  欠 席 委 員  な し  

５  事 務 局 須 郷 コ ミ ュ ニ ティ 課 長、斉藤 コミ ュ ニテ ィ課 長補 佐、 

竹 之 内 コ ミ ュニ ティ 課長 補 佐 、 渡邊 主事  

７  傍 聴 人    １ 名  

８  協 議 事 項  

（ １ ） 評 価 シー ト の まと め につ いて  

（ ２ ） そ の 他  

９  協 議 内 容  別 紙 の と お り  
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別 紙  

（ １ ） 評 価 シー トの まと め につ いて  

 事 業 評 価 シ ー トに つい て  

市 民 参 加 条 例対 象１ ５事 業 分の 評価 シー ト のう ち 、「⑤ 当該 事 業

の評 価に つ いて 」 に つい て 、協 議が 行わ れ 、 主 な意 見は 次 のと お

り。  

・ 大 学 の 成 績表 のＧ ＰＡ の よう に、 記号 評 価を 点数 化し 、 その  

平 均 点 を 記 号評 価に 置き 換 えて はど うか 。  

・ 点 数 化 せ ずに 、委 員皆 の 協議 によ って 決 定す べき であ る 。  

・「 ⑤ 当 該 事 業 の 評価 につ い て」 を決 める 上 で、「 ④改 善点 に つ  

い て 」 も 見 る必 要が ある 。  

・ 委 員 会 と して の意 見の フ ォン トを 大き く して 目立 たせ 、「 各 委  

員 か ら の 意 見」 のフ ォン ト を小 さく する 。 なお 、他 の 評 価 項  

目 に つ い て は 、 次 回 の 委 員 会 に 協 議 する こ とと なっ た 。  

 

（ ２ ） 答 申 につ いて  

 答 申 に つ い て 次の とお り 各委 員か ら意 見 等が 出た 。  

主 な 論 点 は 「手 法の 見直 し」「 手 法の 組み 合 わせ 」に つい て  

・パ ブ リ ッ クコ メン トを 実 施し てい る 、と い う 情報 を市 民 はど のよ

うな 方法 で 知っ たか を担 当 部署 は把 握す る 必要 があ る。なお 、参

加し た市 民 を対 象に アン ケ ート を取 れば 、ど の 周知 方法 が 効果 的

であ るか が わか る。  

・パ ブ リ ッ クコ メン トを 出 すに あた って の 情報 が少 ない た め 、意見

交換 会後 の パブ リッ クコ メ ント のほ うが 意 見を 出し やす い 。  

・パ ブ リ ッ クコ メン トを 有 効に する ため に は 、スケ ジュ ー ル等 の問

題以 前に 、行 政 用語 を使 わ ない 等の 表記 の 仕方 を市 民目 線 にす る

こと が大 切 であ る。  

・市 民 参 加 をア ピー ルす る 期間「市 民参 加Ｐ Ｒ 週間 」を 設け て も良

いの では な いか 。  

・公 民 館 等 に置 いて ある「ご 意 見募 集中 」の ラ ック が目 立 たな いた

め、 目安 箱 等の 設置 が有 効 では ない か。  

・パ ブ リ ッ クコ メン トで 意 見を 出し た人 に は 、市か ら受 領 確認 メー
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ルを 送付 し てほ しい 。  

 

（ ３ ） そ の 他  

・事 務 局 よ り 答申（案）に つい て は 、次 回の 推進 委 員 会で 協議 す る。

なお 、修 正 等が あれ ば、９ 月１ 日（ 木）まで に 事務 局に 提 出す るこ

とと する 。  

・第 ５ 回 市 民参 加推 進委 員 会の 開 催 は ９ 月 ５日（月）午 後２ 時 か ら

３０ ３ 会 議 室と する 。  

・ 審 議 内 容 は、 建議 に対 す る 答 申 （ 案） に つい て と する 。  

 

 

井 原 委 員 長  

以 上 で 会 議 を終 了す る。  

 

 


